
令和２年度

学校評価（２月）結果

岩国市立川上小学校



岩国市立川上小学校
学校教育目標



重点取組事項

見える化（数値・情報発信）



学校教育目標(重点目標）アンケート対応表
評価領域 重点目標

具体的方策
（教育活動）

評価基準 児童アンケート 保護者アンケート 教職員アンケート

授業中、知りたい、分かりた
いと思うことがたくさんある。

子どもは、家庭学習におい
て、自分で決めた目標に向
かって取り組んでいる。

子どもの目標についての振
り返りの場を多く設置した。

自分の成長を振り返り、成長
したことを感じることがある。

子どもは、夢や希望をもち、
振り返りながら生活してい
る。

子どもに、夢や目標をもたせ
るとともに、それを意識した
教育活動に取り組んでい
る。

多くの協力体験を仕掛
け、高いコミュニケー
ション能力の育成

児童が主体的に活動
できる教育活動を学期
に１回以上設定する。

アンケート肯定的評価
４：９０％以上
３：８０％以上
２：７０％以上
１：７０％未満

自分の考えをもち、自分の
考えを伝えたり、相手の意見
を聞いたりすることができる。

学校は、保護者・地域・住民
との体験を仕組み、子どもの
コミュニケーション能力を高
めようとしている。

学校内外の方々とのコミュニ
ケーションの取り方につい
て、意識して指導・助言でき
ている。

学校と連携し、ゲームやテレ
ビの時間を決めて、早寝早
起き朝ごはんを心がけてい
る。

学校は、子どもの「心と体の
安全・安心」を大切にした教
育活動を行っている。

保護者や地域の方と連携し
て、基本的な生活習慣が身
に付くような声かけを工夫し
ている。

体力を向上させるために、
朝のランニングや、柔軟運動
に一生懸命取り組んでい
る。

子どもは、家庭においても
体力の向上や保持増進に
むけた取組を行っている。

「心と体の安全」を常に意識
させた教育活動に取り組ん
でいる。

保護者・地域・地域諸
機関との連携・協働の
強化

児童が主体となった保
護者・地域との積極的
な活動を仕組む。

アンケート肯定的評価
４：９０％以上
３：８０％以上
２：７０％以上
１：７０％未満

地域の方と一緒にやる授業
や学校行事でのふれあい活
動は楽しい。

子どもを中心に保護者や地
域住民との積極的な活動を
行っている。

地域を素材にしたり、連携し
たりしたカリキュラムに取り組
んでいる。

他の人に感謝の気持ちをも
ち、「お先にあいさつ、笑顔
であいさつ　元気に返事」が
いつでもどこでもだれにでも
できる。

子どもは、元気なあいさつが
できる。

チャレンジ目標を年間をとお
して意識させ、行動が変化
した。

地域や地域の人のために、
何かしたいと考えたことがあ
る。

学校は、保護者や地域の
方々に元気を生み出す活動
を行っている。

保護者や地域の方に元気を
送り出す、教育活動を行っ
ている。

地
域
に
元
気
を
送
り
出
す
学
校
づ
く
り

学校に関わる全ての人
の元気を生み出す

児童が作成したチャレ
ンジ目標を年間を通し
て意識させ、積極的に
行動できるよう支援す
る。

アンケート肯定的評価
４：９０％以上
３：８０％以上
２：７０％以上
１：７０％未満

向
上
し
続
け
る
学
校
づ
く
り

自己の目標を設定し、
学び続ける子どもの育
成

自己目標を設定し、振
り返る習慣を身に付け
るために、目標設定と
振り返りの場を設定す
る。

アンケート肯定的評価
４：９０％以上
３：８０％以上
２：７０％以上
１：７０％未満

心の底からの明るさと
丈夫な身体の育成

・心と体の健康安全の
徹底
・朝のランニングと柔軟
体操の継続

アンケート肯定的評価
４：９０％以上
３：８０％以上
２：７０％以上
１：７０％未満



あきらめることなく向上し続ける学校づくり
自己の目標を設定し、学び続ける子どもの育成①

児童

保護者

教職員



あきらめることなく向上し学び続ける学校づくり
自己の目標を設定し、学び続ける子どもの育成②

児童

保護者

教職員



あきらめることなく向上し学び続ける学校づくり
多くの協力体験を仕掛け、高いコミュニケーション能力の育成

児童

保護者

教職員



あきらめることなく向上し続ける学校づくり
心の底からの明るさと丈夫な身体の育成①

児童

保護者

教職員



あきらめることなく向上し続ける学校づくり
心の底からの明るさと丈夫な身体の育成②

児童

保護者

教職員



地域に元気を送り出す学校づくり
保護者・地域・地域諸機関との連携・協働の強化

児童

保護者

教職員



地域に元気を送り出す学校づくり
学校に関わる全ての人の元気を生み出す①

児童

保護者

教職員



地域に元気を送り出す学校づくり
学校に関わる全ての元気を生み出す②

児童

保護者

教職員



分 析（児童）

 学習や学校行事を楽しみにしている児童が増えてきた。

 自分の考えをもてている（自己決定） → 主体性につなげていきたい

 生活の約束（ゲーム・テレビ・早寝早起き朝ごはん）がよく守れている

 「あいさつ」の意識が高まっている

 地域や地域の人のために何かしたいと考える児童の増加

児童（＋）

児童（－）

 体力向上のための朝の取組にやや消極的である

 ゲームの時間、早寝早起きができていない児童もいる

 地域や地域の人のために何かしたいと思うことができていない児童もいる



分 析（保護者）

 家庭学習への取組意欲が向上してきている（意欲的に取り組む場合もある
が、宿題をこなすだけの場合も見られる）

 子どもは元気なあいさつができる

 学校は、保護者や地域の方々に元気を生み出す活動をしている（それぞれ
の季節に行われる行事に参加することで、大人の勉強になることもある）

保護者（＋）

保護者（－）

 子どもは、夢や希望をもてているか？

 子どもを中心に保護者や地域住民との積極的な活動を行っている？

 家庭における体力向上や保持増進にむけた取組？

 ※全ての項目について、前回より評価が下がっている

学校全体で子どもの向上心を育てる指導が必要



分 析（教職員）

 授業や活動において、めあての設定とふりかえりをセットで行っている

 地域を素材にしたり、連携したりしたカリキュラムに取り組んでいる

 チャレンジ目標を意識させて取り組ませている

教職員（＋）

教職員（－）

 保護者や地域と連携した取組の更なる工夫（声かけや活動が、学校内にとど
まってしまい、連携や発信まで広められていない）

 保護者や地域に元気を送り出す教育活動についての評価は、前回と比べ高く
なってきたが、まだ十分とはいえない。（コロナの影響）



今後の方向性

 自分の考えをもち、話合い、考えを深める授業（アクティブラーニング）

 夢や目標をもたせ、子どもに任せる場の設定（キャリア教育・体験活動）

 家庭での学習やゲーム、体力づくりのきまりを守る（学校と家庭の連携）

夢や目標をもち、主体性を高めていく

地域と一体となった教育活動

 学校・家庭・地域が一体となった体験活動等の実施のあり方の検討

 ユニット型研修の推進（地域の方による授業参観や授業支援等）

 地域カリキュラム（川上学）の創造（総合：カリキュラムマネジメント）


